
－１３－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修時間 

２０分間 

主な内容 

○ 発達障がいのある子どもに対する教師の配慮例を参考にし、自己の授業と比較検討することで、具

体的な指導について理解を深める研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅲ－２ 授業づくり」のシート 

・あらかじめ「導入」「展開」「終末」の３つにグループを分ける。 
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３分 １ 研修のねらいの確認 

・日常の自己の授業を振り返り、発達障がいのある子どもの興味関心を高めるための

配慮について考える。 

１分 ２ 研修方法の説明 

 ○ 演習の進め方について 

  ・「発達障がいのある子どもに対する教師の配慮の例」を基に、自身の授業を振り

返る。 
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５分 

３ シートを活用した演習 

① 発達障がいのある子どもに対する教師の配慮の例をチェックする。 

② グループで協議・交流 

  ・チェックした項目から、特

に重点を置く項目を１つグ

ループで選択する。 

  ・チェックした項目から、今後学級全体として『これだけは』という内容を決める。 

③ 全体交流 

  ・グループ協議の内容を交流する。 

２分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ グループでの協議をまとめ、配付する。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～発達障がいを抱えた児童生徒支援のための校内研修～ 

 【活用するシート】 
Ⅲ―２ 授業づくり  

○ 説明が短く、わかりやすい指示は、子どもたちの理解を促進し、授業を進める上で非常に重要な
要素であることを再認識しました。 

○ 子どもが分かるように伝えようという思いから、つい話しすぎ、理解しづらい説明になっている
ことに気付きました。 

ここがポイント！ 
短時間で協議を行うため、グルー

プで自己の授業を振り返ったとき
に、一番チェックの多かった項目を
選択します。 
 


